
※ 令和５年度新人・県総大会県大会の結果に基づいたシード。

◎新人・県総大会から学総大会については、
　１．ベスト４　 団体戦・個人戦ともに、

　２．ベスト８ 個人戦のみ

＜男子団体戦＞

学校名 地区 → 学校名 地区 →

1 埼玉栄 さいたま 1 3 日進 さいたま 2

8 6

5 7

4 蓮田南 葛北 1 2 春日部武里 葛南 1

＜女子団体戦＞

学校名 地区 → 学校名 地区 →

1 埼玉栄 さいたま 1 3 蓮田南 葛北 1

8 6

5 7

4 日進 さいたま 2 2 春日部武里 葛南 1

＜男子個人戦ダブルス＞

学校名 地区 → 学校名 地区 →

1 埼玉栄 さいたま 1 3 春日部武里 葛南 1

8 埼玉栄 さいたま 6 → 葛北 1 6 埼玉栄 さいたま 5 → さいたま 4

5 さいたま日進 さいたま 4 → さいたま 5 7 蓮田南 葛北 1 → さいたま 6

4 埼玉栄 さいたま 3 2 埼玉栄 さいたま 2

＜女子個人戦ダブルス＞

学校名 地区 → 学校名 地区 →

1 埼玉栄 さいたま 1 3 埼玉栄 さいたま 3

8 湊ＢＣ 上尾 1 → 地域クラブ活動 1 6 蓮田南 葛北 1

5 春日部武里 葛南 1 7 春日部武里 葛南 2

4 埼玉栄 さいたま 4 2 埼玉栄 さいたま 2

＜男子個人戦シングルス＞

学校名 地区 → 学校名 地区 →

1 埼玉栄 さいたま 1 3 埼玉栄 さいたま 3

8 蓮田南 葛北 1 6 埼玉栄 さいたま 6

5 埼玉栄 さいたま 5 7 日進 さいたま 7

4 埼玉栄 さいたま 4 2 埼玉栄 さいたま 2

＜女子個人戦シングルス＞

学校名 地区 → 学校名 地区 →

1 埼玉栄 さいたま 1 3 埼玉栄 さいたま 3

8 埼玉栄 さいたま 8 埼玉栄 さいたま 6

5 埼玉栄 さいたま 5 7 埼玉栄 さいたま 7

4 埼玉栄 さいたま 4 2 埼玉栄 さいたま 2

変更後の地区 変更後の地区

変更後の地区 変更後の地区

変更後の地区変更後の地区

変更後の地区 変更後の地区

変更後の地区 変更後の地区

変更後の地区 変更後の地区

①新人大会の対戦結果により決定する。
②但し、地区の片寄りを解消する。

令和６年度　学総大会県大会　シード一覧表 令和6年7月2日

①新人大会の対戦結果のまま



令和６年度 埼玉県学校総合体育大会 バドミントン競技団体戦 

組み合わせ抽選と関東大会代表決定方法についての提案 

 

埼玉県中体連バドミントン専門部 組み合わせ担当 

川口市立北中学校 伊賀 祐輝 

 

１．新定数について 

 昨年度までの各地区の部員数や部活動等設置校数などに基づき、今年度より以下のように定数を定め

る。また、地域クラブに関しては、令和６年度より独立した予選会を実施する。 

【男子】 

【女子】 

 

２．令和６年度からの変更点について 

【現行】                     【令和６年度 提案】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

さいたま ７ 上尾 １ 大里 １ 地域クラブ １ 

川口 ３ 北足立 ２ 秩父 １   

県南 １ 入間 １ 北埼玉 ２   

越谷・八潮 ４ 葛北 ４ 葛南 ４ シード ４ 

朝霞 ２ 児玉 １ 比企 １ 計 ４０ 

さいたま ８ 上尾 ２ 大里 １ 地域クラブ １ 

川口 ２ 北足立 ２ 秩父 １   

県南 ３ 入間 ２ 北埼玉 ３   

越谷・八潮 ４ 葛北 ４ 葛南 ５ シード ４ 

朝霞 ２ 児玉 １ 比企 １ 計 ４６ 

①抽選順は特に指定がない限り誰から抽選

してもよい。 

 

②各地区１位とさいたま市２位は内側ブロ

ックになるように配慮する。その際、配

慮したチーム同士が１回戦で対戦となっ

ても差し支えない。 

 

③関東大会代表決定戦を該当するチームで

後日実施する。 

①予備抽選を行い、特に指定がない場合は

予備抽選順に抽選する。 

 

②各地区１位とシードが１回戦で対戦しな

いように配慮する。また、シード地区の

シードを除いた最上位チームはシード下

に入らないように配慮する。 

 

③関東大会代表決定戦の予選会を実施し、

その勝利チームによる代表決定戦を実施

する。 



３．関東大会出場チームの選出方法について（詳細） 

（参考  学校総合体育大会 団体戦の勝ち上がり例） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【現行】 

〇定数３の場合 

・１位と２位のチームに関東大会出場権を与える。 

・３位チーム（３位決定戦実施）と１～２位チームの 

ブロックのベスト８になったチームの合計３チーム 

による代表決定戦（トーナメント制）を実施し、上 

位１チームを関東大会第３代表とする。 

 

 

〇定数４の場合 

・１～３位のチームに関東大会出場権を与える。 

・４位チームと、１～３位チームのブロックのベスト 

８になったチームの合計４チームによる代表決定戦 

（トーナメント制）を実施し、上位１チームを関東 

大会第４代表とする。 

 

 

〇定数５～６の場合  ※平成１２年度参照 

・１～４位のチームに関東大会出場権を与える。 

・各ブロックのベスト８になった４チームによる 

代表決定戦（リーグ制）を実施し、上位１～２ 

チームを関東大会第５～６代表とする。 
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D E K N 順位

D 2-1 0-3 2-1 2 関東大会第６代表

E 1-2 1-2 1-2 4

K 3-0 2-1 2-1 1 関東大会第５代表

N 1-2 2-1 1-2 3
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【令和６年度 提案】 

〇共通 

・各ブロックベスト４進出チームに敗れたベスト８とベス 

ト 16 のチームによる代表決定戦の予選会を実施する。 

なお、予選会は団体戦実施日に行う。 

 

 

〇定数３の場合 

・１位と２位のチームに関東大会出場権を与える。 

・３位チーム（３位決定戦実施）と１～２位チームの 

ブロックの代表チームの合計３チームによる代表決 

定戦（トーナメント制）を実施し、上位１チームを 

関東大会第３代表とする。  

 

 

〇定数４の場合 

・１～３位のチームに関東大会出場権を与える。 

・４位チームと、１～３位チームのブロックの代表チ 

ームの合計４チームによる代表決定戦（トーナメン 

ト制）を実施し、上位１チームを関東大会第４代表 

とする。 

 

 

〇定数５の場合 

・１～４位のチームに関東大会出場権を与える。 

・各ブロックの代表４チームによる代表決定戦（トー 

ナメント制）を実施し、上位１チームを関東大会第 

５代表とする。 

 

 

〇定数６の場合 

・１～４位のチームに関東大会出場権を与える。 

・各ブロックの代表４チームによる代表決定戦 

（リーグ制）を実施し、上位１チームを関東大会 

第５代表とする。 
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B 2-1 0-3 2-1 2 関東大会第６代表

E 1-2 1-2 1-2 4

K 3-0 2-1 2-1 1 関東大会第５代表

N 1-2 2-1 1-2 3
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令和６年７月１０日 

 

令和６年度 埼玉県学校総合体育大会 バドミントン競技 団体戦組み合わせ抽選の流れ 

 

埼玉県中体連バドミントン専門部 組み合わせ担当 

川口市立北中学校 伊賀 祐輝 

 

【共通】 

・本日の抽選順を決めるために、予備抽選を行う。特に指定がない場合、予備抽選の結果の若い順に

抽選を行う。（各地区常任委員またはその代理） 

 

【男子】 

・定数合計４０。ただし、比企、秩父、大里地区からの出場がないため、３７で作成する。 

・シード順は、昨年度の新人体育大会兼県民スポーツ大会の結果から、 

①さいたま１位 ②葛南１位 ③さいたま２位 ④葛北１位 とする。 

・第５シードの該当チームなし。 

・シード地区の、シードを除く各地区最上位チーム（さいたま３位、葛南２位、葛北２位が該当）は４シー

ド下に入らないように配慮する。 

・定数奇数の地区（県南❶、上尾❶、入間❶、児玉❶、地域クラブ❶、さいたま❾、川口❸、葛南❺、葛北

❺）が左５右４になるように配慮する。（※１） 

 

１  シード地区を除く、各地区１位の抽選（１０チーム） 

〈川口、県南、越谷・八潮、朝霞、上尾、北足立、入間、児玉、北埼玉、地域クラブ〉 

→〔６，９，１０，14，１５，24，２５，２8，2９，32〕 ※１ 

２  シード地区のシードを除く最上位チームの抽選（３チーム） 

   〈さいたま３位、葛南２位、葛北２位〉 →（２、３、１７、１８、２１、２２、３５、３６以外から） 

３  さいたま４～８位の抽選（５チーム） 

４  葛南３位、葛北３位の抽選（２チーム） 

５  葛南４位、葛北４位の抽選（２チーム） 

６  越谷・八潮２位、川口２位の抽選（２チーム） 

７  越谷・八潮３位の抽選（１チーム） 

８  さいたま９位の抽選（１チーム） ※１ 

９  葛北５位、葛南５位の抽選（２チーム） ※１ 

１０ 越谷・八潮４位の抽選（１チーム） 

１１ 川口３位の抽選（１チーム） ※１ 

１２ 朝霞２位、北足立２位、北埼玉２位の抽選（３チーム） 

 

 



【女子】 

・定数合計は４６。ただし、秩父地区からの出場がないため、４５で作成する。 

・シード順は、昨年度の新人体育大会兼県民スポーツ大会の結果から、 

  ①さいたま１位 ②葛南１位 ③葛北１位 ④さいたま２位 とする。本大会は１～４シードに地区の

偏りがあったとしても、新人大会の結果のまま採用する。（代表者会議 資料より） 

・湊ＢＣ（地域クラブ１位）に第５シードを適用する。（令和５年度常任委員会により決定） 

・シード地区の、シードを除く各地区最上位チーム（さいたま３位、葛南２位、葛北２位が該当）は４シー

ド下に入らないように配慮する。 

・定数奇数の地区（児玉❶、大里❶、比企❶、地域クラブ❶、県南❸、北埼玉❸、葛北❺）が左４右３にな

るように配慮する。（※２） 

 

１  シード地区を除く各地区１位の抽選（１１チーム） 

〈川口、県南、越谷・八潮、朝霞、上尾、北足立、入間、児玉、北埼玉、比企、大里〉 

   →〔５，６，１１，１７，１８，２８，２９，３４，３５，４０，４１〕 

２  シード地区のシードを除く最上位チームの抽選（３チーム） 

   〈さいたま３位、葛南２位、葛北２位〉 →〔２，３，２１，２２，２５，２６，４３，４４以外から〕 

３  さいたま４～８位の抽選（５チーム） 

４  葛南３位、葛北３位の抽選（２チーム） 

５  葛南４位、葛北４位の抽選（２チーム） 

６  越谷・八潮２、県南２位、北埼玉２位の抽選（３チーム） 

７  越谷・八潮３位の抽選（１チーム） 

８  さいたま９～１０位の抽選（２チーム） 

９  葛南５～６位の抽選（２チーム） 

１０ 葛北５位の抽選（１チーム） ※２ 

１１ 越谷・八潮４位の抽選（１チーム） 

１２ 県南３位、北埼玉３位の抽選（２チーム） ※２ 

１３ 川口２位、朝霞２位、上尾２位、北足立２位、入間２位の抽選（５チーム） 

 


